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概要：	本研究では，情報活用スキルの育成を目的として作成された NHK 学校放送番組「しまった！〜

情報活用スキルアップ〜」と連携した，児童が情報活用スキルを習得するための演習教材を作成した。

演習教材は，本番組（全 10 話）に関連させながら，番組で挙げられている重要事項（以下ポイント）
を児童が体験を通して習得することができるように開発した。本研究では，情報活用スキルの育成に

むけた放送番組に連携させて開発した演習教材について報告する。	 	
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１	 はじめに	

（１）情報活用能力育成に向けて社会背景	 	

	 新学習指導要領では，情報活用能力が「学習

の基盤となる資質・能力」（文部科学省	 2017）
として挙げられている。また，文部科学省は，

2013〜2014 年にかけて小学校第 5 学年と中学
校第 2学年を対象に情報活用能力を測定する調
査（情報活用能力調査）を行い，翌年に結果を

公表している。これによると小学校では，「複数

のウェブページから目的に応じて，特定の情報

を見つけ出すこと」「情報を整理・解釈すること」

「受け手の状況に応じて情報発信すること」，中

学校では小学校に加え「複数のウェブページの

情報を整理・解釈する」ことに課題があると示

されている（文部科学省 2015）。近年，これら
の課題を解決することに効果があると考えられ

る教材が数多く作成されている。 
（２）情報活用スキルを高めるための学校放送

番組	 	

	 日本放送協会（NHK）では，児童・生徒の情
報活用スキルを高めるための学校放送番組とし

て「しまった！〜情報活用スキルアップ〜」（全

10話）を制作・放送し，さらにウェブページで
配信を行っている。堀川ほか（2016）は，本番

組を小学校 6年生の総合的な学習の時間で視聴
し，登場人物の失敗を，どのように改善すれば

良いかを考えさせる実践を行っている。 また，
木村ほか（2016）は，児童が本番組を視聴して
発見した事柄を数値化して分析し，本番組を視

聴することでの情報活用スキルについての理解

の深まりについて検討している。これらの検討

の結果，本番組が情報活用スキルについての理

解を深めることに効果的であることが示された。

しかし，「（視聴した後の学習活動として）話し

合いの活動を設定することについての効果につ

いては今後丁寧に分析が必要であると考えられ

る」（木村ほか 2016）とされており，番組視聴
と連携した，その後の授業展開の難しさが課題

として示されている。 
	 そこで，本研究では，児童・生徒が本番組を

視聴した後に，情報活用能力を高めることがで

きる演習教材を開発することにした。演習教材

は番組と連携し，番組視聴後の授業展開が明確

になるようにした。 
	

２	 目的	

	 NHK 学校放送番組「しまった！〜情報活用ス

キルアップ〜」と連携した，児童・生徒が情報



活用スキルを習得するための演習教材を開発す

る。	

３	 演習教材の開発	

（１）	 NHK 放送番組「しまった！情報活用ス

キルアップ」について	

	 NHK 学校放送番組「しまった!〜情報活用ス
キルアップ〜」は，小学校 4〜6 年生・中学生
向けの番組で，総合的な学習の時間や社会科，

理科，国語科など，調べ学習や協働学習，コミ

ュニケーションを扱う授業で役に立つスキルが

10 分でわかるようになることを目的に作成さ
れた番組である（NHK for School Webサイト	
2016）。 
	 表 1 は，NHK 放送番組「しまった！〜情報
活用スキルアップ〜」の放送回のテーマ・ポイ

ントとそれを基に作成した演習教材について整

理した表である。本番組は，全 10 回で構成さ
れており，大きなまとまりとして「調べる」が

3回，「まとめる」が 3回，「伝える」が 4回の
構成となっている。１話の構成は，番組の初め

にテーマとなる情報活用スキルが 1つ挙げられ
る。そして，番組前半で情報活用スキルについ

ての失敗例が取り上げられ，後半でできるよう

になるためのポイントが 3点紹介される構成に

なっている。これらのポイントと連携し，番組

の視聴後に児童・生徒が情報活用スキルを習得

することができるような演習教材を開発した。	

（２）放送番組と連携した演習教材の開発	

	 演習教材の開発にあたっては，情報活用能力

の育成についての有識者である研究者 1名と日
本放送協会で本番組の制作にあたった 2名，小
学校現場で情報活用能力について実践を行って

きた実践者 1 名の計 4 名で検討会議を設置し，
開発にあたった。 
	 開発については以下の手順で行った。 
１）児童・生徒の情報活用スキルを高めるため

の授業方法，教材の検討 
２）演習教材の原案の作成と検討 
３）演習教材の開発と検討 
	 １）では，児童・生徒の情報活用スキルを高

めるために，どのような授業方法，教材が必要

であるかが議論された。議論の結果，番組を視

聴するだけでは，情報活用スキルの定着が難し

いことから，授業の中で容易に取り組むことが

できる演習教材を開発することが決まった。２）

では，実践者が，本番組を活用しての授業を行

っていたことから，番組で示されているポイン

トと連携するように，演習教材の原案を作成し

表  1	 放送回のテーマ・ポイントと演習教材  



た。演習教材には複数の問題やそれに対応した

ワークシートが含まれている。その後，作成さ

れた原案を基に 4名で検討し，演習教材（表 1）
を作成するに至った。最後に３）では，児童・

生徒が取り組むワークシートの開発を行った。

ここでも，実践者が事前に演習教材の案を作成

し，それを基に 4名で検討を行った。検討する
際は，作成した演習教材が児童・生徒の情報活

用スキルを高めるようになっているか，放送番

組との連携が図れているかに重点を置き，検討

を行った。 
４	 開発された演習教材	 	

	 「調べる」の演習問題では，動画コンテンツ

を視聴しながらメモを取る問題，デジタルカメ

ラやタブレット PC で写真を撮影して紹介する

問題，インターネットで検索して調べる問題を

図  2 「写真撮影」の演習教材	

図  2	 「インターネット検索」の演習教材	

図  3	 「考えを整理する」の演習教材	

図  4	 「話す力を高める」の演習教材  



作成した。中でも，第 2回の「写真撮影」の回
では，問題である「友達の筆箱を紹介する」を

行うにあたり，友達の許可を得ることや，紹介

したものを工夫して撮影するといった活動が盛

り込まれ，番組で紹介されている 3つのポイン
トを経験することができる問題が完成した（図

1）。また，これらのポイントについての理解を
深めるために，発展として筆箱を紹介し合い，

互いに評価する活動を入れることにした。第 3
回の「インターネット検索」の回では，要素の

違う 2つのポイントが挙げられていたことから，
インターネットで検索するためのキーワードを

考え，実際に検索をする問題（図 2）と，例文
を基に，情報の信憑性を考える問題の 2問を作
成した。 
	 「まとめる」では，付箋を分類する問題，番

組で紹介されたフッシュボーン図で情報を整理

する問題，表とグラフの関係を検討する問題を

作成した。中でも，第 5回の「考えを整理する」
の回では，番組で紹介されたフィッシュボーン

図を使って情報を整理する問題を作成した。こ

の問題では，整理した考えをその後の活動でう

まく活用することができるように，文章にまと

めるという発展問題も追記した（図 3）。 
	 「伝える」では，例として挙げられたスピー

チ原稿にスピーチ記号を入れ，読みの工夫をし

ながら伝える問題，例として示されたプレゼン

テーションのスライドをさらに，見やすく，伝

わりやすいスライドにする問題，例として挙げ

られた新聞記事を要約し，見出しをつける問題，

我が家のカレーについて，具体的に伝えること

を意識して原稿を書く問題を作成した。第 7回
の「話す力を高める」の回では，スピーチの例

文が示され，どのように読めば伝わりやすいか

を考えながらスピーチ記号を入れ，練習する問

題を作成した。また，スピーチをしている本人

は，自分のスピーチがどうであったのかを判断

することが難しいこともあり，友達とスピーチ

を聞き合い評価する活動を発展として入れるこ

とにした（図 4）。 

５	 まとめと今後の課題	

	 本研究では，児童・生徒の情報活用スキルの

育成をめざし，NHK学校放送番組「しまった！
〜情報活用スキルアップ〜」を視聴した後に取

り組む演習教材を作成した。今回の開発では，

番組と連携した演習教材を作成したことから，

番組視聴後の授業展開が明確になった。また，

演習教材は，児童・生徒がテーマとされている

情報活用スキルを視聴後に体験する構成となっ

ているため，情報活用スキルの習得に効果があ

ると考えられる。	

	 今後，学校現場で活用し，授業実践を行った

授業者の評価と，演習教材に取り組んだ児童に

対する調査を行い，本教材の評価・改善を行っ

て行く予定である。また，本教材を授業で効果

的に活用するための授業案や解説等も同時に作

成し，学校現場で活用しやすいものにしていき

たいと考える。	

	

参考文献	

堀川紘子，木村明憲，楠本誠，佐和伸明，高橋

純，福本徹，服部里衣子，堀田龍也（2016）
NHK 学校放送番組「しまった！」を活用
した実践授業，第 42 回全日本教育工学研
究協議会全国大会，佐賀大会発表論文集 

木村明憲，堀川紘子，楠本誠，佐和伸明，高橋

純，福本徹，服部里衣子，高橋純，堀田龍

也（2016）NHK学校放送番組「しまった！」
の視聴による情報活用スキルの発見数の

変化，日本教育工学会研究報告集	

JSET17-1 pp.419-426 
文部科学省（2017）小学校学習指導要領，p5 
文部科学省（ 2015）情報活用能力調査，

http://www.mext.go.jp/component/a_men
u/education/detail/__icsFiles/afieldfile/20
15/03/24/1356195_1.pdf（2017.08.01確認） 

NHK for School(2016)NHK 学校放送番組 
	 	 「しまった!〜情報活用スキルアップ〜」 
	 	 http://www.nhk.or.jp/sougou/shimatta/ 
	 	 origin/bangumi/(2017.08.01 確認) 


